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こ
の
稿
で
論
じ
よ
う
と
す
る
の
は
、

卜
、
『
大
仏
物
語
』
に
は
「
明
心
宝
鑑
」
と
「
月
庵
和
尚
法
語
』
か
ら
の
引
用
が
指

摘
で
き
る
こ
と
、

口
、
『
大
仏
物
語
』
は
『
清
水
物
語
」
を
強
く
意
識
に
措
い
て
悪
か
れ
た
こ
と
、
の

二
つ
で
あ
る
。

Ｈ
の
ｌ

中
国
善
番
中
の
一
つ
で
あ
る
「
明
心
宝
鑑
」
が
浅
井
了
意
の
『
浮
世
物
語
」
（
寛
文

五
・
六
年
頃
の
刊
）
の
引
用
文
に
、
そ
の
叙
述
の
原
拠
に
大
い
に
利
用
さ
れ
、
さ
ら
に

は
小
瀬
甫
庵
輯
録
の
『
明
意
宝
鑑
』
（
大
本
一
冊
、
慶
長
年
中
刊
の
古
活
字
版
「
内
裏

御
普
請
帳
」
と
合
冊
）
、
同
じ
く
甫
庵
編
の
「
政
要
抄
』
（
大
本
一
冊
、
慶
長
末
頃
刊

Ｉ
推
定
ｌ
の
古
活
字
版
「
前
関
白
秀
吉
公
御
検
地
之
目
録
』
『
朝
鮮
国
御
進
発
之
人
数

帳
』
と
合
冊
）
、
林
道
春
編
著
の
「
童
蒙
抄
一
」
（
寛
文
六
年
刊
）
、
野
間
三
竹
輯
録
の

「
北
渓
含
毫
」
（
寛
文
六
年
刊
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
事
実
を
指
摘
さ
れ
、
こ
の
事
実

毒
ま
え
三
と
の
よ
う
茎
曇
と
…
広
く
は
仮
名
草
子
と
の
関
係
を
考
察
す
乞
竺

の
必
要
性
を
提
言
さ
れ
た
の
は
前
田
金
五
郎
氏
丘
鏡
な
。

さ
て
、
前
田
氏
の
こ
の
提
言
に
従
っ
て
、
な
お
ま
た
、
『
明
心
宝
鑑
」
が
利
用
さ
れ
た

既
述
の
事
実
に
よ
っ
て
、
こ
の
善
書
は
「
近
世
初
期
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
漢
籍
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
日
本
の
儒
学
研
究
が
本
格
的
と
な
っ
た
元
禄
以
降
は
忘
れ
ら
れ
た
書
物

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
汎
壼
零
」
と
‐
も
言
う
前
田
氏
の
発
言
に
従
っ
て
、
「
こ
の

よ
う
な
善
書
」
を
『
明
心
宝
鑑
』
に
限
定
し
て
、
こ
こ
に
『
明
心
宝
鑑
』
と
仮
名
草
子

と
の
関
係
と
い
う
考
察
の
課
題
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
課
題
の

答
え
の
一
つ
と
し
て
、
『
明
心
宝
鑑
』
と
『
大
仏
物
語
』
と
の
関
係
ｌ
『
大
仏
物
語
』

に
「
明
心
宝
鑑
」
か
ら
の
引
用
及
び
原
拠
と
し
て
の
利
用
が
み
ら
れ
る
こ
と
と
い
う
事

実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

『
大
仏
物
語
』
は
寛
永
十
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
上
下
二
巻
一
冊
の
作
者
未
詳
の
作
品

『
大
仏
物
語
』
論

よ

で
あ
る
。
二
月
十
五
日
の
浬
藥
会
に
京
の
大
仏
に
詣
で
た
「
予
」
が
、
そ
の
帰
途
二
王

門
の
ほ
と
り
で
、
三
十
ば
か
り
の
「
行
脚
の
僧
」
の
問
い
に
、
四
十
ば
か
り
の
仏
神
儒

の
三
徳
を
得
た
か
と
思
わ
れ
る
．
貫
」
が
答
え
て
い
る
の
を
目
撃
し
て
、
立
聞
き

し
、
感
興
の
余
り
、
そ
の
問
答
を
書
き
記
し
た
も
の
と
い
う
二
人
の
問
答
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
問
答
は
、
二
王
の
眼
を
抜
く
と
い
う
人
心
に
つ
い
て
に
始
ま

り
、
以
下
順
次
、
侍
の
本
意
、
侍
の
貧
富
、
町
人
の
貧
富
、
無
間
の
鐘
の
事
、
肩
衣
・

袴
の
事
、
侍
と
下
郎
の
区
別
、
名
字
を
持
つ
事
、
流
行
の
霊
泉
・
呪
術
の
奇
特
の
事
、

水
浴
せ
の
事
、
主
君
の
命
に
逆
く
者
ハ
逆
罪
の
事
、
親
の
命
に
逆
く
者
五
逆
罪
の
事
、

女
房
若
衆
の
道
、
追
腹
を
切
る
事
、
馬
方
・
船
頭
の
駄
賃
の
事
、
医
者
の
事
、
名
医
・

智
者
・
明
僧
の
貧
乏
の
事
、
儒
道
の
事
を
も
っ
て
上
巻
が
終
り
、
下
巻
が
、
一
言
聞
い

て
一
生
行
う
べ
き
事
、
一
言
聞
い
て
物
知
り
に
な
る
べ
き
事
、
一
言
聞
い
て
侍
の
本
意

に
達
す
べ
き
事
、
学
問
の
事
、
学
者
と
武
士
の
知
行
の
違
い
の
事
、
主
君
の
命
に
親
を

も
殺
す
事
、
家
臣
の
あ
り
方
の
事
、
無
道
の
親
に
対
し
て
子
の
あ
る
べ
き
事
、
大
名
・

小
名
に
つ
い
て
、
牢
人
の
事
、
仏
法
の
事
、
法
華
・
浄
土
の
事
、
念
仏
題
目
を
唱
え
る

事
、
道
心
を
発
す
事
等
と
続
い
て
、
禅
宗
に
関
す
る
諸
問
答
で
終
る
と
い
う
問
答
内
容

で
あ
る
。

『
明
心
宝
鑑
』
は
、
易
経
・
礼
記
・
論
語
・
孟
子
等
か
ら
の
訓
言
七
二
七
条
を
、
上

巻
に
継
善
、
天
理
、
順
命
、
孝
行
、
正
巳
、
安
分
、
存
心
、
戒
性
、
勤
学
、
訓
子
の
十

編
を
、
下
巻
に
省
心
、
立
教
、
治
政
、
治
家
、
安
義
、
遵
礼
、
存
信
、
言
語
、
交
友
、

婦
行
の
十
編
を
、
今
昇
引
二
十
編
に
分
類
し
て
収
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
寛
永
八
年
に
こ

の
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
『
大
仏
物
語
』
が
『
明
心
宝
鑑
』
を
引
用
し
原
拠
と
し
た
箇
所
と
い
う
の
は
、

ま
ず
、
上
巻
の
最
後
の
問
答
、
す
な
わ
ち
、
行
脚
の
僧
（
テ
キ
ス
ト
は
問
答
に
入
る
と

「
客
僧
」
の
表
記
を
採
っ
て
い
る
）
が
「
仁
と
不
仁
」
の
「
委
細
」
を
問
う
の
に
対
し

て
、
一
貫
が
「
お
よ
そ
書
物
に
あ
ら
は
る
酋
仁
の
道
あ
ら
ま
し
申
く
し
」
と
答
え
て
、

五
言
詩
の
形
式
で
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。
こ
の
五
言
詩
は
全
二
四
八
句
Ｉ
廿
四
裏
に
上

一
一
一

浦
邦
夫

（
昭
和
創
年
岨
月
邪
日
受
理
）
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三浦邦夫

段
下
段
各
三
句
の
計
六
句
、
廿
五
表
裏
に
各
上
段
下
段
に
七
句
を
配
し
て
計
二
八
句
、

以
下
七
丁
が
廿
五
表
裏
の
句
の
配
列
を
採
っ
て
句
数
計
一
九
六
句
、
舟
三
表
に
上
段
下

段
各
七
句
の
十
四
句
、
舟
三
裏
に
上
段
下
段
各
二
句
の
計
四
句
で
、
こ
の
詩
の
記
載
に

九
丁
を
使
っ
て
い
る
ｌ
の
句
数
を
も
つ
長
編
で
あ
る
。
こ
の
二
四
八
句
の
中
で
、
『
明

心
宝
鑑
」
の
訓
言
を
原
拠
に
し
た
と
認
め
ら
れ
る
句
、
ま
た
引
用
と
認
め
ら
れ
る
句

の
数
は
一
九
三
句
に
も
及
ぶ
。
約
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
受
容
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
明
心
宝
鑑
」
の
訓
言
を
受
容
し
た
詩
句
の
全
て
を
こ
こ
に
指
摘
し
て
掲
載
す
る
こ
と

は
紙
数
の
上
で
で
き
か
ね
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
受
容
の
最
も
特
徴
的
な
様
相
を
呈

し
て
い
る
詩
句
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

八
「
明
心
宝
鑑
」
か
ら
引
用
さ
れ
た
詩
句
Ｖ

耽
謹
辱
芙

し
せ
い
あ
り
め
い

Ⅲ
死
生
有
冷
美

川
儲
議
則
今
！
：

川
蟻
議
郵
…
…
：

し
る
め
い
を
も
の
《
ミ
て
り
を
ず
う
ご
か

Ⅲ
予
日
知
命
者

川
暑
更
罰

し

肥
蝿
剰
禦
翫
輔
ぁ
。

ぐ
ち
ろ
う
あ
の
も
の
ハ

川
愚
知
聾
痘
者

ｌｎ
Ｕ
そ
の
い
▲
か
へ
っ
て
う
ぐ
ひ
ん
を

川
職
艸
叡
雌
説
ハ

ｕ
其
家
却
浸
貧

（
右
の
各
詩
句
上
の
通
し
番
号
は
検
索
の
便
宜
の
た
め
に
私
に
付
し
た
も
の
で
あ

る
）

た
と
え
ば
、
川
・
伽
の
詩
句
は
『
論
語
」
顔
淵
篇
に
賊
る
周
知
の
言
葉
で
あ
る
。
そ

れ
に
ま
た
、
『
大
仏
物
語
』
に
は
客
僧
の
問
い
に
答
え
る
一
貫
の
言
葉
の
中
に
『
論
語
』

か
ら
の
引
用
を
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
川
・
皿
の
詩
句
を
『
論
語
」
顔

淵
篇
か
ら
の
引
用
と
見
倣
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
『
明
心
宝
鑑
』
順
命

篇
を
繕
く
と
、

ｌ
子
口
死
生
有
壷
鎮
以
在
天
６
曲
脇
一
日
臨
販
甑
翫
緋
臨
鮒
母
部
吋
ル
〃
吊

り
ニ

レ

レ
し
し
レ

ハ
テ
ク
ヲ

７
子
口
知
げ
ど
人
覚
抑
飛
動
。
８
列
子
日
痴
聾
嬬
癩
家
豪
闘
智
避
聰
明
却
浸
貧
．
：

カ

レ

レ
し

と
、
川
の
詩
句
か
ら
川
の
詩
句
の
文
字
を
殆
ど
違
わ
ず
に
持
つ
訓
一
言
が
城
り
、
し
か
も
、

鯛
の
詩
句
か
ら
川
の
詩
句
は
『
明
心
宝
鑑
』
順
命
篇
の
訓
言
の
記
戦
の
順
序
と
全
く
同

１じ
順
序
で
並
ん
で
い
る
こ
と
が
両
者
の
比
較
か
ら
分
か
る
で
あ
ろ
う
（
『
明
心
宝
鑑
』

か
ら
引
い
た
右
の
訓
言
に
付
し
た
蹄
の
通
し
番
号
も
「
大
仏
物
語
』
の
詩
句
に
付
し
た

番
号
と
同
旨
で
あ
る
）
。
両
者
に
お
け
る
文
字
の
異
同
を
検
討
し
て
み
る
な
ら
ば
、
皿
・

皿
の
詩
句
に
は
順
命
篇
ｌ
に
は
な
い
「
笑
」
が
句
末
の
助
字
と
し
て
澄
か
れ
、
伽
の
詩

ｃ
今
’
０
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■
ａ
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童
を
加
え
川
の
詩
句
に
あ
っ
て
は
順
命
篇
繍
の
痴
聾
瘡
￥

句
で
は
順
命
篇
６
の
・
の
「
得
」
が
「
取
」
に
替
え
ら
れ
ず
川
津
柵
の
詩
句

で
は
順
命
篇
７
の
…
・
の
乏
人
」
を
「
者
」
に
、
：
．
見
利
不
動
の
中
間
に

を
「
愚
痴
聾
痙
者
」
と
「
痴
」
「
聾
」
「
痙
」
の
字
を
採
っ
て
、
こ
れ
に
「
愚
」
と

「
者
」
を
添
加
し
、
…
室
蒙
冨
…
を
「
其
家
必
」
と
「
其
」
と
「
必
」
を
加
え
て
豪
冨

を
「
冨
貴
」
に
替
え
、
…
智
慧
噸
萌
…
を
「
聰
明
」
を
生
か
し
て
智
慧
を
「
容
知
」
に
替

え
、
…
凱
騨
淘
息
・
に
「
其
家
」
を
こ
の
上
に
置
い
て
い
る
。
だ
が
こ
う
し
た
作
為
は
順

し

命
篇
の
訓
言
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
損
な
う
程
の
も
の
と
は
言
い
難
い
。
そ
し
て
、
こ

の
作
為
は
、
ま
ず
、
「
明
心
宝
鑑
』
の
訓
言
を
五
言
の
詩
句
に
整
え
る
た
め
に
行
っ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
順
愈
扁
１
の
死
生
有
冷
冨
貴
庇
元
を
訓
読
の
句
切
れ
に
従
Ｐ
い

て
四
字
ず
つ
に
切
っ
て
、
川
と
川
の
詩
句
に
配
し
、
一
句
五
言
に
整
え
る
た
め
に
各
詩

句
の
句
末
に
助
字
「
美
」
を
置
い
て
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
伽
と
棚
の
詩
句
で
は
順
命
篇

７
の
訓
言
の
「
之
人
」
を
「
者
」
に
替
え
、
「
更
」
の
一
字
を
加
え
て
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
順
命
篇
６
の
曲
臘
甘
臨
腓
駄
蹴
停
嚇
鞭
母
郁
労
耽
蹴
難
母
翫
釘
眺
誘
字
は
そ

し
レ
ー
レ
レ

レ
し

の
ま
ま
川
の
詩
句
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
脈
か
ｌ

ら
川
の
詩
句
に
み
ら
れ
る
作
為
も
ま
た
五
言
の
詩
句
に
整
え
る
た
め
に
な
さ
れ
た
操
作

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
川
の
詩
句
の
「
得
」
を
「
取
」
に
、
川

の
詩
句
の
「
豪
冨
」
を
「
冨
貴
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
替
え
た
こ
と
は
、
訓
言
の
こ
れ
ら
の

語
の
意
味
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
比
較
的
読
者
の
耳
に
馴
染
ん
だ
語

に
置
き
替
え
て
読
者
に
与
え
る
抵
抗
感
を
緩
和
し
よ
う
と
し
た
配
慮
か
ら
な
さ
れ
た
作

為
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
作
為
な
い
し
操
作
は
『
明
心
宝
鑑
』
の

訓
言
を
受
容
し
た
五
言
詩
句
の
全
詩
句
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
五
言
詩

句
に
整
え
る
た
め
に
、
訓
言
に
「
美
」
の
助
字
を
句
末
に
加
え
て
置
い
た
詩
句
は
、
前

に
例
示
し
た
詩
句
を
除
い
て
、
二
八
句
を
数
え
る
。
そ
の
中
か
ら
一
例
を
挙
げ
る
と
、

げ
ん
の
さ
さ
め
ど
と
ハ
の
き
く
ご
と
し
い
か
づ
ち
の

胡
人
間
私
語
美
仙
天
聞
若
雷
芙

５
玄
帝
垂
訓
犬
間
鑿
曳
師
誉
勢
．
（
天
理
篇
）

し

天
理
篇
の
訓
言
に
依
っ
た
詩
句
は
師
の
詩
句
と
恥
の
詩
句
か
ら
始
ま
り
、
以
下
順
次
に
、

卿
の
詩
句
と
妃
の
詩
句
ま
で
続
く
。
訂
と
邪
の
詩
句
は
司
騰
耐
秤
沙
掛
僻
赫
一
流
惹
雌
繩
副

レ
カ
ブ
ニ
ハ
シ
レ
カ
フ
ニ
ハ
フ

だ
が
、
こ
れ
は
天
璽
扁
の
１
、
つ
ま
り
冒
頭
の
訓
言
「
孟
予
云
順
天
者
存
逆
天
者
亡
」

カ
ブ
ニ
ハ
シ

レ

レ

を
引
い
て
、
「
順
天
者
存
」
と
、
「
泌
天
君
亡
〕
の
四
字
に
区
切
っ
て
、
各
四
字
の
中

し

し

間
に
「
必
」
の
字
を
挿
入
し
て
五
言
の
詩
句
に
作
っ
た
こ
と
が
、
両
者
の
比
較
か
ら
、

分
か
る
。
こ
れ
は
「
美
」
を
加
え
た
の
と
同
類
の
操
作
で
あ
る
。
ま
た
、
順
命
篇
の
訓

ｌ

Ｉ

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
二
■
■
■
・
印
Ｉ
Ｆ
■
０
■
■
・
日
■
■
▼
凸
一
℃
ロ
ー
▲
■
■
■
‐
■
■
■
■
■
■
■
■
■
０
０
〃
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｕ
１
０
Ｉ
６
Ｊ
Ｔ
△
■
ロ
Ｌ
』
■
ｒ
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
』
■
■
■
■
■
■
ｄ
０
ｑ
１
■
■
□
■
■
■

戸
ヴ
ウ
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
声
一
■
■
■
■
■
■
■
■
■
．
ｒ
Ｂ
Ｂ
■
Ⅱ
。
，
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
二
■
■
■
■
。
‐
‐
Ｅ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｅ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
房
睡
唾
■
■
■
ｐ
一
回
■
■
■

１
１
０
１
１
１
１
１

■

■

■

・

■

■

■

■

■

・

ｊ

ｊ

Ｏ
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言
が
配
列
し
て
い
た
順
序
に
従
っ
て
、
そ
の
訓
言
を
詩
句
と
し
て
引
用
し
て
い
た
よ
う

に
、
こ
こ
で
の
詩
句
の
、
配
列
順
序
は
天
理
篇
の
訓
言
の
配
列
順
序
に
従
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
五
言
詩
句
の
配
列
順
序
と
『
明
心
宝
鑑
』
各
篇
の
編
集
順
序
と
各

鰯
の
訓
言
の
配
列
順
序
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
両
者
を
対
照
さ
せ
、
検
討
を
し
て
み
る

と
、
次
に
表
示
し
た
よ
う
な
結
果
を
得
る
。
附
言
す
る
な
ら
ば
、
「
明
心
宝
鑑
」
に
依
っ

た
詩
句
は
九
番
回
の
句
か
ら
二
四
二
番
目
の
句
ま
で
で
あ
り
、
一
句
目
か
ら
八
句
目
ま

で
と
、
二
四
三
句
目
か
ら
岐
後
の
二
四
八
句
目
ま
で
は
作
者
同
作
の
詩
句
と
見
倣
し
え
、

ま
た
、
九
句
目
か
ら
二
四
二
句
目
ま
で
の
詩
句
の
中
に
も
自
作
と
党
し
き
詩
句
が
混
在

し
て
い
る
。

九
句
’
’
二
六
句
…
第
一
筋
の
継
善
筋

三
七
句
’
’
四
八
句
…
第
二
篇
の
天
理
篇

四
九
句
’
’
六
六
句
…
第
一
篇
の
継
善
篇

六
七
句
’
’
九
二
句
…
第
五
篇
の
正
己
篇

九
三
句
’
’
’
百
句
…
第
二
篇
の
天
理
篇

一
○
一
句
’
二
○
句
…
第
三
篇
の
順
命
篇

二
七
句
’
二
八
句
…
第
四
篇
の
孝
行
篇

一
二
五
句
’
一
五
一
句
…
第
五
篇
の
正
己
篇

一
五
三
句
’
一
五
六
句
．
：
第
六
篇
の
安
分
篇

一
五
七
句
’
一
六
二
句
…
第
九
篇
の
勤
学
篇

一
六
三
句
’
一
七
六
句
…
第
十
篇
の
訓
子
篇

（
以
上
の
篇
ま
で
が
上
巻
）

一
七
九
句
’
二
二
○
句
…
第
十
一
篇
の
省
坐
歸

二
一
二
句
’
一
三
二
句
…
第
十
四
篇
の
治
家
篇

一
三
三
句
’
二
二
四
句
。
：
第
十
七
篇
の
存
信
篇

二
二
五
句
’
二
三
○
句
。
：
第
十
八
篇
の
言
語
篇

二
三
五
句
’
二
三
八
句
．
：
第
十
九
篇
の
交
友
篇

二
四
○
句
’
二
四
二
句
．
：
第
九
篇
の
勤
学
篇

（
以
上
ま
で
が
下
巻
）

こ
の
表
が
語
っ
て
い
る
特
徴
は
、
継
善
↓
天
理
と
編
集
順
に
利
用
し
て
き
て
、
一
度
、

継
善
↓
正
己
↓
天
理
と
篇
の
利
用
を
編
集
順
と
は
前
後
し
な
が
ら
、
そ
の
以
後
は
上
巻

下
巻
の
篇
の
編
集
順
序
に
従
っ
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
既
に
指
摘

し
て
お
い
た
詩
句
の
場
合
と
同
様
に
、
『
明
心
宝
鑑
」
の
量
扁
の
訓
言
に
依
っ
た
詩
句

は
、
そ
の
配
列
順
序
の
殆
ど
が
そ
の
依
っ
た
各
篇
の
訓
言
の
順
序
に
従
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
特
徴
は
、
作
者
が
『
明
心
宝
鑑
』
を
順
々
に
そ
の
頁
を
繰
り
な
が
ら
、
訓
言
を

配
列
順
に
読
み
進
め
て
、
そ
の
順
序
に
従
っ
て
訓
言
を
拾
い
上
げ
て
は
五
言
の
詩
句
に

作
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
呈
示
し
て
い
る
。
そ
の
筆
を
進
め
る
過
程
に
お
い
て
、
作
者
は
、

「
美
」
字
を
句
末
に
置
き
、
「
必
」
字
を
挿
入
す
る
、
と
い
っ
た
五
言
詩
の
形
を
整
え

る
た
め
の
操
作
を
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
勤
学
篇
が
最
後
に
再
び
使
わ
れ
て
い
る
の

は
、
『
大
仏
物
語
』
に
お
い
て
「
仁
と
不
仁
」
を
問
う
客
僧
に
一
貫
が
「
仁
の
道
あ
ら

ま
し
申
く
し
」
と
答
え
て
述
べ
た
の
が
こ
の
五
言
詩
で
あ
っ
た
か
ら
、
作
者
に
と
っ
て

ク
テ
ク
シ
タ
シ
カ
ニ
テ

は
、
「
仁
」
に
直
接
言
及
し
た
訓
言
と
し
て
勤
学
篇
１
の
「
子
日
博
学
而
篤
志
切
問
而

ク
フ
ト
キ
ハ
リ
ヌ
ノ
ニ
ひ
ろ
く
ま
な
ん
で
あ
つ
く
こ
こ
ろ
ざ
せ
た
し
か
に
と
わ
れ
て
ち
か
く
お
も
へ
じ
ん
あ
り
ぬ
そ
の
な
か
に

近
思
仁
在
箕
中
芙
」
を
採
っ
て
、
「
博
学
篤
志
英
切
間
近
思
芙
仁
在
其
中
芙
」
と

五
言
詩
句
に
作
っ
て
、
「
仁
」
の
達
徳
の
方
法
を
述
べ
て
、
客
僧
の
問
い
に
対
す
る
直

接
の
締
め
括
り
の
答
え
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
五
言
詩
句

を
作
る
た
め
に
「
美
」
を
使
っ
た
例
を
、
そ
れ
が
依
っ
た
訓
言
と
並
記
し
て
次
に
数
例

を
示
す
。

ぜ
ん
あ
く
む
く
ふ
と
と
ハ
に
ご
と
し
か
げ
の
し
た
が
ふ
が
か
た
ち
に

○
㈹
善
襄
報
叺
《
矢
二
Ｍ
加
影
擢
形
鵯
《
フ
ガ
ニ

灘
婆
生
毒
省
心
篇
？

○

レ
ハ
躯
万
一
一
一
》
撫
茄
臭

○
４
劉
會
日
…
一
言
不
坤
千
言
無
側
（
言
語
篇
）

こ
れ
ら
の
例
は
作
者
が
訓
言
を
ど
の
よ
う
な
操
作
で
五
言
詩
句
の
形
に
作
っ
た
か
を
明

瞭
に
眼
前
に
現
出
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
作
者
が
五
言
詩
を
作
る
に
あ
た
っ
て
行
っ
た
操
作
が
も
う
一
つ
あ
る
。

な
せ
（
ぜ
ん
を
あ
た
わ
ふ
く
を
な
せ
（
あ
く
を
あ
た
ふ
わ
ざ
わ
ひ
を

９
為
善
天
与
福
加
為
悪
天
与
禍

レ
し

つ
く
っ
て
ぜ
ん
を
い
ま
ず
む
く
ハ

て
を
ま
ず
あ
た
ら

麗
髻
今
不
報
腱
篭
今
延
国

レ
し

て
ん
な
し
な
ら
ず
と
い
う
こ
と
い
ん
ぐ
わ
た
ま
り
ち
そ
く
の
の
た
つ
に

妬
天
無
不
因
果
陥
唯
有
遅
速
ニ

レ
二
一

一
一
一

こ
の
詩
句
は
継
菫
星
扁
の
一
番
日
の
訓
言
、

言
誉
尭
謹
懲
蘂
姜
壽
塗
一
燐
？

と
同
篇
三
番
目
の
訓
言
、

メ
ハ
ヲ
ヒ
ニ
メ
ハ
ヲ
上
一
一
ヌ
タ
ア

蕊
窪
籠
灘
蕊
麓
蕊
雲
還
派
報
時
辰
未
到
謁
福

ジ
レ

レ

昭和62年2月
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と
に
基
づ
い
↑
て
い
る
が
、
９
と
蛆
の
詩
句
は
一
番
目
の
訓
言
の
語
句
を
活
用
し
、
「
報
」

を
「
与
」
に
替
え
た
程
度
で
文
意
を
損
な
う
こ
と
な
く
五
言
詩
句
に
作
っ
て
い
る
点
で
、

こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
操
作
と
異
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
が
、
旧
の
詩
句
か
ら
岨

の
詩
句
は
そ
れ
と
趣
を
変
え
る
。
週
と
雌
の
詩
句
は
三
番
目
の
訓
言
の
「
菫
匪
有
善
獺
悪
隼

有
悪
襄
笑
測
蒔
振
沫
翌
換
妬
と
焔
の
詩
句
は
同
訓
言
の
「
禍
福
因
田
更
問
誰

ラ

善
悪
到
頭
終
有
聲
象
蜑
墨
淫
の
文
意
を
生
か
し
、
五
言
で
平
明
に
表
現
し
直

し
、
強
い
て
訓
言
の
語
句
を
活
用
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
引
用
と
言
う
よ
り
は
訓

言
を
典
拠
と
し
て
利
用
し
、
訓
言
を
解
釈
し
平
明
な
用
語
で
五
言
詩
句
に
作
っ
た
と
言

う
の
が
適
し
て
い
よ
う
。
と
す
れ
ば
、

う
ゆ
れ
ば
ぜ
ん
と
ろ
を
れ
ハ
あ
く
を
ろ
を

Ⅱ
種
善
又
採
善
蚫
種
悪
又
採
悪

の
詩
句
は
二
審
目
の
訓
言
の
し
「
秘
割
避
鑿
魁
蹴
迩
悪
一
を
典
拠
に
し
、
こ
の
語
句
を
基

し
し
し
レ

に
し
た
創
作
的
と
も
評
し
う
る
作
為
の
表
現
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
作
為
の
詩

句
を
拾
い
出
す
と
、
例
え
ば
、
ぎ
や
く
つ
も
っ
て
な
る
と

空
陸
舞
漣
窒
蓋
成
山

一
一
一

し

の
詩
句
は
、
継
睾
昼
扁
の
十
一
番
目
の
訓
言
、

馬
撹
月
棚
獄
稀
蝋
司
謹
猶
爪
足
一
旦
凧
謝
蒋
詳
高
僚

し

し

の
．
曰
行
悪
」
の
四
字
を
引
い
て
、
「
悪
」
に
「
道
」
を
添
え
て
「
悪
道
」
に
作
っ

し

て
五
言
に
整
え
て
妬
の
詩
句
に
作
っ
た
こ
と
が
証
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
訓
言
に
依

拠
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
作
者
が
一
対
の
詩
句
を
作
る
場
合
、
基
づ

い
た
訓
言
一
条
の
み
か
ら
作
り
、
他
の
訓
言
の
語
句
を
そ
こ
に
持
ち
込
ん
で
く
る
こ
と

の
な
い
こ
と
を
他
の
詩
句
の
作
り
か
た
に
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
邪
の
詩
句
は
、

し
た
が
っ
て
、
右
の
妬
の
詩
句
を
作
っ
た
訓
言
の
語
句
に
続
く
「
悪
自
有
除
」
を
典
拠

に
作
為
し
た
表
現
と
断
定
し
て
よ
い
。
ま
た
、

川
鴎
則
聯
伽
娠
創
叩
か
噸
２

《
鎚
犠
舞
一
＃
ゞ

も
、
省
心
篇
朋
天
公
日
日
月
雛
明
不
側
澗
盆
之
垂
に
依
拠
し
て
、
未
照
糧
盆
之

レ
二

下
と
を
「
側
猟
淵
不
芙
」
と
作
為
し
た
例
で
あ
る
。

以
上
の
例
示
に
よ
っ
て
、
『
大
仏
物
語
」
の
五
言
詩
が
『
明
心
宝
鑑
」
を
直
接
に
座

右
に
髄
い
て
活
用
し
て
な
っ
た
こ
と
を
証
し
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
そ
の

他
の
証
例
を
挙
げ
れ
ば
、
寛
永
八
年
刊
の
和
刻
本
『
明
心
宝
鑑
』
の
訓
読
が
五
言
詩
の

訓
読
と
一
致
す
る
例
を
多
く
見
い
出
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
『
明
心
宝
鑑
』
か
ら
初
め
の

三
篇
を
採
っ
た
慶
長
年
中
刊
の
小
瀬
甫
庵
の
「
明
意
宝
鑑
』
、
同
じ
く
慶
長
末
刊
の
、

十
数
カ
条
を
『
明
心
宝
鑑
』
か
ら
引
用
す
る
小
瀬
甫
庵
の
『
政
要
抄
』
、
こ
の
二
書
に

五
言
詩
の
出
典
と
な
っ
た
『
明
心
宝
鑑
』
の
訓
言
が
採
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
の
二

つ
が
あ
る
。

「
仁
と
不
仁
」
を
問
う
客
僧
に
、
「
お
よ
そ
書
物
に
あ
ら
は
る
も
仁
の
道
あ
ら
ま
し

申
く
し
」
と
言
っ
た
一
貫
の
答
え
に
出
て
き
た
「
書
物
」
と
は
、
し
た
が
っ
て
、
主
に

『
明
心
宝
鑑
』
を
指
し
て
言
っ
た
言
葉
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
五
言
詩
を
作
る
に
際
し
て
、
『
明
心
宝
鑑
』
を
徹
底
的
に
利
用
し
た

「
大
仏
物
語
」
の
作
者
は
、
客
僧
と
一
貫
と
で
展
開
す
る
問
答
の
中
で
、
『
朋
心
崖
鑑
』

の
訓
言
を
典
拠
に
し
て
は
い
な
い
か
、
と
い
う
問
題
が
こ
こ
に
生
じ
て
ぐ
る
や
‐
‐

し
か
し
、
二
人
の
問
答
の
中
に
引
か
れ
る
の
は
『
論
語
』
出
典
の
も
公
が
殆
ど
で
あ
っ

て
、
明
ら
か
に
『
明
心
宝
鑑
』
に
依
拠
し
た
も
の
と
断
ず
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
見

い
出
し
え
な
い
。

た
だ
、
．
言
を
間
て
我
れ
一
代
物
し
り
に
な
る
べ
き
事
有
や
」
と
の
客
僧
の
問
い

に
、
い
か
に
幾
星
霜
重
ね
学
問
に
努
め
て
も
「
物
を
し
り
つ
く
す
」
こ
と
の
成
り
難
き

こ
と
を
説
き
な
が
ら
も
、

も
の
し
り
と
云
は
身
を
お
さ
め
て
あ
や
ま
ち
を
ふ
せ
が
ん
た
め
な
る
ほ
ど
に
、
謹
の

一
字
を
ま
も
る
時
は
一
切
の
知
者
な
り
。
謹
と
ハ
つ
衝
し
む
と
よ
ま
せ
て
、
物
ご
と

に
つ
、
し
み
を
か
け
て
行
ひ
い
ふ
と
き
ハ
物
と
し
て
道
に
あ
た
ら
ず
と
云
事
な
き
程

に
、
是
物
し
り
に
あ
ら
ず
や
。
（
下
巻
）

と
、
「
も
の
し
り
」
の
要
諦
を
「
謹
」
と
論
じ
た
一
貫
の
答
え
は
、
『
明
心
宝
鑑
』
勤

裳
扁
第
九
の
訓
言
ス
ル
ノ
ヲ
ク
ヒ
ヲ
カ
ニ
ヲ
テ
ヲ
カ
ニ
へ
ヲ
ク
ヲ

性
理
書
云
為
学
之
序
博
学
之
審
問
之
慎
思
之
明
辮
之
篤
行
之

レ
レ
バ
し
し
し
し
し

禮
記
日
…
人
不
学
不
知
道

レ
し
し

正
巳
篇
第
五
の
訓
言

力
ム
ル
ハ
タ
Ⅲ
〃
ノ
シ
ム
ハ
レ
ル
ノ
ヲ

太
公
日
勤
為
無
償
之
寳
慎
是
護
身
之
符

一
一

一
し

を
受
容
し
た
、
学
ｌ
慎
１
行
ｌ
道
の
視
座
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
、

が
く
ハ
な
き
の
あ
た
ひ
た
り
た
か
ら

正
巳
篇
の
右
に
掲
げ
た
訓
言
を
採
っ
て
、
五
言
詩
句
と
し
て
、
「
学
無
償
為
寳
慎
護
し

つ
つ
し
み
ハ
ま
も
る
の
み
を
た
り
ふ
う
し
し

身
為
符
」
と
、
訓
言
の
「
勤
」
を
「
学
」
に
解
釈
し
た
学
ｌ
慎
の
視
座
が
そ
れ
を
示
唆

し

し
て
い
る
。

『
大
仏
物
語
』
が
『
明
心
宝
鑑
』
を
文
字
通
り
活
用
し
た
こ
と
は
以
上
の
こ
と
か
ら

十
分
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
事
実
は
仮
名
草
子
に
お
け
る
『
明
心
宝
鑑
』

（
注
５
）

受
容
の
早
い
時
期
の
例
に
属
す
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

Ｈ
の
２
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r大仏物語』論

「
大
仏
物
語
」
の
作
者
は
、
客
僧
と
一
貫
の
問
答
を
禅
宗
に
つ
い
て
の
問
答
で
締
め

括
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
大
仏
物
語
』
の
終
り
と
し
た
が
、
こ
こ
で
の
一
貫
の
答
え
の

叙
述
に
「
月
庵
和
尚
法
語
」
か
ら
の
引
用
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
「
月
庵
和
尚
法
語
」

は
南
北
朝
時
代
の
禅
佃
月
庵
宗
光
の
仮
名
法
語
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
両
替
の
引
用
の
関
係
を
明
確
に
判
断
で
き
る
箇
所
を
両
啓
か
ら
引
い
て
次

に
記
そ
う
。
一
貫
が
客
偲
に
悟
り
の
心
の
あ
り
か
た
を
問
わ
れ
て
答
え
た
後
半
に
当
る
。

『
大
仏
物
語
」
は
飯

よ
く

凡
夫
の
心
と
云
は
目
に
よ
き
い
ろ
を
見
て
欲
を
お
こ
し
耳
に
よ
き
声
を
き
ゞ
鼻
に

し
た
あ
ぢ
は
い

よ
き
津
を
か
ぎ
舌
に
よ
き
味
を
な
め
身
男
女
に
ふ
れ
て
よ
き
心
を
お
こ
す
故
に
わ
れ

お
ん
で
合

に
そ
む
け
ば
怨
敵
の
心
を
な
す

「
月
庵
和
尚
法
語
」
シ
タ
ニ

凡
夫
金
尋
匪
醤
琴
師
ヲ
琴
。
享
一
唾
縣
噸
學
犀
弄
ギ
。
舌
好

ア
ヂ
ハ
ヒ
ナ
メ
ヨ
キ
ヲ
ヲ
コ
ス
ユ
ヘ
ニ
ワ
レ
ニ
シ
タ
ガ
ヘ
ア
イ
シ
ウ
ノ
ヲ
フ
カ
ク
ワ
レ
ニ
ソ
ム
ケ

味
ヲ
嘗
・
身
。
弗
苑
ア
レ
テ
。
善
心
。
起
事
也
。
故
我
随
（
・
愛
執
心
深
シ
◎
我
背

ヲ
ソ
デ
キ
ノ
ネ
ン
フ
ョ

ー
ー

バ
・
怨
敵
念
強
シ
・
（
示
信
女
慶
明
）

ワ
レ
ニ
シ
タ
ガ
ヘ
ア
イ
シ
ウ
ノ
ヲ
フ
カ
ク
二

「
我
随
（
・
愛
執
心
深
シ
・
」
を
除
い
て
ほ
ぼ
丸
取
り
な
の
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

た
ぱ

ま
た
次
は
、
禅
の
悟
り
の
「
唯
し
れ
そ
う
な
る
事
を
御
し
め
し
候
へ
」
の
問
い
に
、

「
見
性
す
べ
き
こ
ゞ
ろ
え
」
と
し
て
一
貫
が
答
え
た
、
そ
の
言
葉
で
あ
る
。

『
大
仏
物
語
」

し
や
う
じ
や
う
．
、
弘
．

せ
い
て
ん

本
来
人
の
心
の
清
浄
な
る
事
た
と
へ
ば
白
日
青
天
の
一
点
の
く
も
り
な
き
力
こ
と

し

『
月
庵
和
尚
法
語
』

我
心
本
来
清
浄
ナ
ル
事
。
割
弼
白
日
ノ
ー
一
鯉
壁
荊
キ
ガ
如
莞
（
示
宗
清
禅
閣
）

力
シ
ヤ
ウ
ジ
ヤ
ウ

一
一

こ
の
例
も
先
の
場
合
と
同
様
引
用
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は
判
然
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
筋
甥
一
云
羅
州
郷
党
測
醗
馳
戦
雄
塞
雛
型
絶
轤
狸
蝿

ぐ
ち

ざ
ん
じ
き
め
う

か
り
に
愚
痴
な
る
凡
夫
を
真
実
の
道
へ
ひ
き
伽
れ
し
め
ん
が
た
め
に
暫
時
の
奇
妙
を

あ
ら
〈
し
給
ふ
事
あ
り
と
い
へ
ど
も
こ
れ
方
便
也
ま
こ
と
の
仏
と
云
は
無
相
の
相
に

じ
ゃ
く

て
物
に
着
す
る
と
云
事
も
な
し

一
一

は
「
月
庵
和
尚
法
語
」
の
「
示
明
貞
道
人
一
」
の

夫
仏
卜
云
ハ
勘
鐙
要
一
テ
潅
鰹
畷
遜
麗
密
。
鯉
議
耐
ア
ル
ヲ
云
ニ
ハ

ソ
レ

ノ
タ
メ
シ
ユ
セ
ウ
サ
ウ
ゲ
ン
シ
ン
シ
ヤ
ウ

非
ズ
。
加
様
仏
ハ
・
只
騨
時
勵
獅
ナ
ル
凡
夫
為
二
・
殊
勝
ノ
相
ヲ
現
ジ
テ
信
ヲ
生
ゼ

ノ

ウ
ノ
カ
タ
チ

ノ
チ
ヤ
ク

シ
メ
テ
。
真
実
道
二
入
レ
ン
拡
藏
方
便
也
。
マ
舞
個
卜
云
ハ
・
有
相
形
二
非
ズ
・
諸
着

シ
ン
ジ
ツ
ノ

I
I

B

I

串
、

一
口
｜
■
。

○

ナ
ク

シ
ヤ
ウ
ッ
ン

心
無
シ
テ
。
念
々
精
進
ナ
ル
是
也
。

に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
論
旨
、
共
通
す
る
用
語
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

燃
州
帥
澗
聯
詑
門
片
州
・
農
ス
．
（
｜
爪
窟
中
大
肌
）

ワ
ツ
カ
ク
チ
ヒ
ラ
ヒ
イ
カ
ン

チ
パ
ウ

古
人
僅
ニ
ロ
ヲ
開
テ
。
如
何
卜
問
（
・
即
喝
シ
。
即
棒
〃
や
沿
抓
宗
真
据
壮
）

イ
カ
ア
ン
二

一
一

Ⅷ
初
心
パ
ハ
…
何
ナ
ル
公
案
テ
モ
。
我
示
シ
玉
へ
卜
云
。
近
代
此
風
最
モ
。
盛
也
。

ア
キ
ラ
メ
ヲ
モ
ハ
パ
ウ
ア
ゲ
ウ
タ

若
如
此
一
一
シ
テ
。
仏
法
ヲ
明
ン
卜
思
（
・
大
二
棒
ヲ
揚
テ
。
日
ヲ
打
ン
ト
ス
ル
｜
一
似

シ
ク

タ
ル
唾
乱
。
硴
時
力
。
襲
う
。
熟
読
二
〃
喫
砺
プ
。
｜
言
藩
鉾
ト
ス
ル
ガ
如
シ
。

イ
ヅ
レ
ゴ
ウ

ノ
ボ
ウ

何
ノ
劫
一
一
力
。
昇
り
得
ベ
キ
ャ
。
（
示
宗
真
居
士
一
）

一
一

『
月
庵
和
尚
法
語
』
か
ら
の
帆
は
、
公
案
を
求
め
る
初
心
者
に
公
案
に
執
着
し
囚
わ
れ

る
非
を
説
示
し
た
言
葉
だ
が
、
こ
れ
を
古
則
Ⅱ
公
案
を
求
め
る
客
僧
の
問
い
と
、
公
案

を
求
め
る
非
を
諭
す
一
貫
の
答
え
に
分
割
し
、
『
法
語
』
の
公
案
に
執
着
囚
縛
さ
れ
る

非
を
説
く
比
愉
を
改
変
し
た
の
で
あ
る
。

灸
、
つ
ま
な
こ

じ
き

く
ふ
う
じ
ゅ
ん
じ
ゆ
く

○
急
に
眼
を
つ
け
て
直
に
見
よ
工
夫
純
熟
せ
ば
か
な
ら
ず
見
性
成
仏
の
時
節
有
く
し

鶏
汝
一
一
鞭
万
一
”
坊
黄
遁
一
境
（
惑
茄
禅
尼
一
）

キ
ウ急

々
眼
付
能
々
極
看
。
（
示
宗
三
禅
閣
）

ヂ
キ
ニ
ニ
キ
ヒ
テ
ニ
ニ

只
直
見
。
直
聞
。
（
示
存
上
人
一
）

キ
ウ
ニ
マ
ナ
コ
ツ
ケ
キ
ハ
メ
ル
ニ

急
眼
ヲ
着
テ
。
極
見
ベ
シ
。
（
又
示
）

ク
フ
ウ
ジ
ユ
ン
ジ
ユ
ク
ス
サ
ト
ル

エ
夫
純
熟
シ
テ
。
必
悟
時
節
有
ベ
シ
・
ジ
ー
懇
迩
ズ

キ
ユ
ウ
ニ
マ
ナ
．
ツ
ケ
キ
ハ
メ
ミ
ル

急
々
眼
ヲ
着
テ
。
極
見
ベ
シ
。
：
工
夫
純
熟
セ
バ
・
必
大
悟
時
節
有
ベ
シ
。
（
示
一

了
仁
居
士
一
）

「
急
々
眼
ヲ
着
一
Ｚ
、
「
直
見
」
、
「
工
夫
純
熟
シ
テ
…
必
…
時
節
有
ベ
シ
」
の
表
現
は
月

庵
の
法
語
の
慣
用
的
表
現
で
あ
る
。

た
・
學
ほ
ん
う
じ
し
や
う
ぢ
き
と
を
つ

○
唯
本
有
の
自
性
を
直
に
見
直
に
徹
疋
俔
性
す
べ
し

ウ

ー
ー

只
人
々
本
有
ノ
自
性
ヲ
。
直
指
ス
ル
耳
也
。
（
一
爪
宗
真
店
土
）

『
大
仏
物
語
』
の
作
者
は
、
こ
う
し
た
『
月
庵
和
尚
法
語
』
を
受
容
し
え
て
こ
そ
一
貫

に
、
「
仏
法
云
。
別
事
二
非
ス
。
只
我
心
也
。
我
峰
善
祷
・
即
仮
芯
也
。
」
宗
信
女

プ
ッ
ホ
ウ
ト
イ
フ
ノ
ア
ラ

ワ
ガ

ー
ー

一故 こ
1

6

1
，

0

心
、
．

１
１

Ｉ
Ｈ
Ｉ
、
Ｉ鱸

呪
Ｉ
Ｌ
価 』

■
Ⅱ
０
‐
４
凸
日
１
１
‐
』
、
ｑ

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
．
Ｔ
ｌ
＆
■
■
■
ロ
０
１
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三浦邦夫

マ
ン
ゴ
ウ
カ
ツ
テ
マ
ヨ

慶
明
）
、
「
我
心
本
来
是
仏
也
。
千
生
万
劫
曽
迷
ヘ
ル
事
ナ
シ
。
迷
ル
事
ナ
ケ
レ
バ
・
又

憾
ベ
キ
法
モ
零
」
（
示
荘
家
女
人
一
）
、
「
夫
心
迷
へ
（
・
仏
肌
策
由
ナ
ル
・
恥
悟
（
・
衆

ス
ノ

マ
ヨ

サ
ト
レ

生
肌
仏
ト
ナ
ル
・
」
（
一
聖
不
通
居
土
〉
、
「
我
心
本
ョ
リ
仏
也
。
仏
卜
云
ハ
・
迷
ザ
ル
心
ヲ

云
也
。
」
（
又
示
）
を
視
座
に
、
「
さ
と
り
と
い
へ
ば
と
て
別
に
何
を
か
さ
と
る
く
し
さ

さ
と
つ

と
り
悟
て
ハ
さ
と
り
と
云
事
も
な
し
唯
我
が
迷
を
し
る
を
さ
と
り
と
申
也
我
が
迷
を
し

る
と
云
は
わ
が
心
を
し
る
也
わ
が
心
を
し
る
時
ハ
仏
の
心
を
し
る
な
り
」
と
言
わ
し
め
、

タ
イ
ヒ

サ
ト
ル

禅
の
悟
り
に
躯
汎
扶
勿
達
孔
灘
捨
虻
趾
捲
歎
訳
落
贈
靴
ハ
シ
〔
縦
又
衿
佳
渋
涛
如
ュ
覚
事
。

ヲ
ソ
シ
ト

遅
云
共
。
此
信
力
強
（
・
諸
悪
業
輔
ジ
テ
。
永
劫
人
身
失
セ
ズ
。
願
心
成
就
シ
テ
。
大

ア
ン
ラ
ク
ノ
ニ
イ
ダ
ル
ウ
タ
ガ
ウ
ア
キ
ラ
ム
ル

安
楽
地
至
ベ
ッ
・
凝
事
付
効
甦
ダ
捺
慈
繧
墹
尼
戸
灯
伽
Ｋ
今
生
一
一
テ
・
明
事
ナ
シ
ト

云
共
。
此
信
力
依
。
来
世
定
大
解
脱
処
到
ベ
シ
。
疑
事
ナ
ヵ
レ
」
（
示
宗
清
禅
閣
一
）
を

視
座
に
、
「
も
し
人
あ
り
て
裁
饗
修
行
に
と
画
ろ
ざ
し
ふ
か
く
鎮
喫
の
人
あ
ら
ば
た
と

く
り
ら

ひ
今
生
に
て
本
望
を
達
せ
ず
と
云
と
も
其
功
力
に
よ
っ
て
未
来
迷
事
な
く
再
来
の
と
き
ハ

し
ゆ
く
ぜ
ん

か
な
ら
ず
大
名
か
又
は
知
者
名
僧
と
生
れ
き
て
其
時
宿
善
に
よ
っ
て
大
悟
を
と
げ
三
界

を
出
離
す
べ
し
其
因
縁
ハ
わ
れ
入
唯
今
の
心
に
あ
り
」
と
現
実
的
な
解
釈
を
施
し
て
一

貫
に
答
え
さ
せ
、
さ
ら
に
は
、
念
仏
の
心
得
を
「
今
生
を
大
事
に
お
も
ひ
親
に
は
孝
を

あ
ひ

ま
と
と
戎
じ
ハ

つ
く
し
君
に
は
忠
を
致
し
夫
婦
ハ
道
理
を
以
て
愛
し
諸
人
に
は
信
を
以
て
交
り
兄
弟
に

じ
ひ
け
ち
も
つ
は
ら

は
致
愛
を
な
し
悪
を
す
て
、
善
を
お
こ
な
ひ
慈
悲
結
縁
を
専
に
し
て
公
儀
五
常
を
そ
む

な
い
げ
そ
う
わ
う
ヲ
ヲ
．
小
カ
ニ

か
ず
身
を
修
て
以
て
一
念
弥
陀
仏
是
内
外
相
應
之
道
者
也
」
と
「
菩
提
心
起
シ
テ
・
外
善

ヲ
カ
サ
ネ
シ
ユ
ウ
コ
レ
ナ
イ
ゲ
サ
ウ
ヲ
ウ
ノ
ク
ド
ケ

行
壷
修
ス
ル
・
是
内
外
相
雁
功
徳
也
」
を
視
座
に
し
た
解
釈
を
客
僧
に
教
示
せ
し
め
え

た
叙
述
を
な
し
え
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
附
言
す
れ
ば
、
と
の
禅
問
答
に
は
三
休
水
鏡
』
に
依
拠
し
た
箇
所
を
も
見

い
出
す
こ
と
が
坑
糟
泌
鮮
今
こ
こ
に
そ
の
描
所
を
抜
き
出
し
て
記
す
と
、

「
客
僻
云
御
説
徳
殊
勝
に
候
へ
ど
も
文
妄
第
一
の
そ
れ
が
し
に
は
平
和
に
御
し
め
し

候
へ
」

と
い
う
所
望
に
、
一
画
が
答
え
、
さ
ら
に
客
僻
が
そ
れ
に
応
じ
問
う
場
面
で
あ
る
。

そ
し
へ

げ

一
歯
日
本
よ
り
教
に
あ
ら
ざ
る
仏
性
な
れ
ば
心
外
無
仏
也
な
ん
じ
し
ら
ず
や
父
も

客
僧
云
そ
も
そ
も
し
ら
ぬ
事
か
申
さ
る
べ
き
か

こ
の
傍
線
部
分
は
。
休
水
鏡
』
の

抑
み
な
人
た
ち
の
さ
と
り
と
や
ら
ん
い
ふ
事
を
さ
と
る
そ
の
な
ら
ひ
は
じ
め
に
父

側
創
渕
引
引
ｄ
訓
川
副
凶
削
の
わ
が
身
は
刺
刷
捌
測
叫
制
叫
刈
別
引
刈
刈
と
い
ふ
何
と
し
て
し

ら
ぬ
こ
と
か
申
さ
る
べ
く
候
や

わ
れ
も
な
く
人
も
な
き
ａ
割
引
ｑ
Ⅶ
倒
刈
こ
れ
側
笥
召
Ⅶい
へ
き
か
ん

「
大
仏
物
語
』
の
作
者
に
と
っ
て
、
『
月
庵
和
尚
法
語
』
一
と
ヨ
休
水
鏡
』
の
二
書

は
座
右
に
置
か
れ
た
親
泥
の
仮
名
法
語
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
禅
に
関
す
る
問
答
を
、

客
僧
の
「
平
和
に
御
し
め
し
候
へ
」
の
言
葉
が
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
啓
蒙

的
色
彩
濃
く
禅
に
つ
い
て
の
論
を
『
大
仏
物
語
』
で
展
開
す
る
の
に
は
作
者
の
意
に
最

も
適
っ
た
禅
仮
名
法
語
で
あ
っ
た
事
実
を
こ
の
一
書
を
典
拠
と
し
た
右
の
実
態
が
語
っ

て
く
れ
て
い
る
。

口

『
大
仏
物
語
』
の
客
僧
と
一
貫
の
問
答
は
一
一
月
十
五
日
の
浬
藥
会
に
京
の
大
仏
詣

よ

を
し
た
「
予
」
が
帰
路
二
王
門
の
ほ
と
り
で
こ
の
二
人
の
問
答
に
耳
を
傾
け
る
と
い
う

問
答
へ
の
導
入
を
意
図
し
た
発
端
の
次
の
よ
う
な
叙
述
を
も
つ
・

ぜ
ふ
か
と
く
い
ま
か
げ

三
世
不
可
得
は
今
の
心
を
し
れ
と
か
や
浬
藥
の
す
が
た
影
お
が
む
人
の
心
ぞ
仏
な

け
ふ
き
さ
ら
ぎ
よ
ま
た
と
り
す

れ
時
し
も
今
日
ハ
ニ
月
や
中
の
五
日
の
事
な
れ
ば
予
も
亦
烏
の
巣
を
立
出
て
大
仏
ま

ふ
で
と
こ
ゞ
ろ
ざ
し
ほ
と
け
に
一
柵
を
な
し
心
に
物
し
て
其
後
み
れ
ば
立
比
ば
か
り

た
つ
こ
ろ

あ
ん
ぎ
や
そ
う
わ
う
も
ん

の
行
脚
の
僧
二
王
門
の
ほ
と
り
に
立
や
す
ら
い
け
る
が
此
僧
が
い
ひ
け
る
ハ
…
と
申

も
せ
ん
へ
ん
た
う

と
き
貴
賤
ざ
ご
め
き
わ
た
れ
ど
も
た
れ
あ
り
て
返
答
す
る
人
も
な
き
所
に
し
ば
ら
く

き

あ
り
て
と
し
こ
ろ
ま
ど
わ
ぬ
ば
か
り
の
入
か
た
か
げ
に
気
を
す
ま
し
て
い
た
り
し
が

と
き
く
わ
い
く
ハ
ん
こ
れ
し
よ
ま
き

時
に
懐
中
を
ミ
れ
ば
な
に
と
ハ
し
ら
ず
一
貫
是
を
害
す
と
云
巻
物
あ
り
い
か
さ
ま
此

ぶ
つ
し
ん
じ
ゆ
と
く
ゆ
な

人
ハ
仏
袖
儒
の
三
徳
に
合
ひ
た
る
人
か
と
お
も
ふ
所
に
此
忍
馴
，
い
ふ
や
う
ハ
。
：

よ

作
者
は
、
ま
ず
、
「
予
」
と
称
す
る
第
一
人
称
の
人
物
を
登
場
さ
せ
て
、
こ
の
人
物
に

彼
の
目
に
し
耳
に
し
た
行
脚
の
僧
（
Ⅱ
客
僧
）
と
一
貫
の
言
動
を
読
者
に
紹
介
さ
せ
る

役
割
を
担
わ
せ
る
と
い
う
手
法
を
使
い
、
そ
し
て
、
作
者
は
、
概
括
的
に
言
え
ば
、
直

ち
に
「
客
僧
云
…
。
一
貫
答
日
…
・
」
の
二
人
の
問
答
そ
の
も
の
を
記
す
こ
と
へ
と
そ

よ

よ

の
筆
を
進
め
る
、
つ
ま
り
、
「
予
」
の
登
場
↓
「
予
」
の
問
答
者
と
の
出
会
い
と
そ
の

よ

紹
介
↓
問
答
者
に
よ
る
問
答
と
い
う
構
成
の
方
法
を
採
っ
て
い
る
。
「
予
」
は
、
そ
の

意
味
で
、
問
答
の
場
面
か
ら
は
傍
観
者
で
あ
り
、
問
答
の
伝
達
者
で
あ
る
役
柄
を
演
ず

る
こ
と
に
限
定
さ
れ
て
、
問
答
の
場
面
か
ら
背
後
に
退
い
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
て
、
視

点
の
技
法
か
ら
言
え
ば
、
一
人
称
視
点
で
あ
り
つ
つ
、
こ
の
問
答
者
と
関
係
を
持
つ
こ

の
問
答
体
の
文
章
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
傍
線
部
分
の
よ
う
に
採
っ
て
一
貫
…
客
僧
の
問
答

に
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
一
休
水
鏡
』
に
依
拠
し
た
箇
所
を
も
う
一
箇

所
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

み
て
つ
ざ
い

誠
に
赤
徹
在
の
者
に
は

目
な
し
と
ち
ノ
／
、
こ
ゑ
に
つ
い
て
幸
罰
ｕ
調
閉

（
『
一
休
水
鏡
』
）

Ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ （
『
大
仏
物
語
」
）

'’
' ’
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’

と
は
な
い
。

『
大
仏
物
語
』
の
こ
の
柵
成
の
方
法
と
技
法
を
使
っ
た
の
が
、
『
大
仏
物
語
』
刊
行

の
四
年
前
、
寛
永
十
五
年
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
「
清
水
物
語
」
で
あ
る
。
そ
の
発
端
を

こ
こ
に
引
け
ば
、

じ
ひ
く
は
ん
ぜ
そ
ん

大
慈
大
悲
の
観
世
音
。
よ
る
づ
の
ね
が
ひ
を
か
な
へ
給
は
ず
と
い
ふ
事
な
き
に
や
。

し
る

そ
て

知
も
し
ら
い
も
を
し
な
く
て
。
袖
を
つ
ら
ね
て
ま
ふ
で
け
る
。
心
の
う
ち
ぞ
恩
は
る

よ
そ
の
し
は
と
た
ち
を
と
は
も
み
ち

蕩
。
予
も
又
其
お
り
ふ
し
。
柴
の
戸
を
立
い
で
篭
・
音
羽
の
山
づ
た
ひ
。
紅
葉
に
め

戎
へ
し
く
れ
み
た
う
た
ち

で
篭
日
を
く
ら
し
。
月
の
前
の
時
雨
あ
は
れ
な
り
し
か
ば
。
し
ば
し
御
堂
に
立
よ
り
。

取
あ
へ
ず
の
手
向
な
ど
物
し
て
。
愛
か
し
こ
に
い
を
く
ば
り
つ
、
。
こ
も
り
ゐ
た
る

た
む
け

と
む

た
ち
８
℃

人
く
の
物
語
す
る
を
立
間
し
て
や
す
ら
ふ
所
に
。
國
に
つ
ゑ
つ
く
ば
か
り
な
る
お

と
し

き
な
と
。
ま
ど
は
い
年
と
み
え
た
る
順
礼
と
。
お
か
し
き
問
答
を
し
け
り
。

よ

と
あ
っ
て
、
第
一
人
称
の
登
場
人
物
「
予
」
が
問
答
を
交
わ
す
翁
と
順
礼
を
紹
介
し
、

傍
聴
し
た
そ
の
問
答
そ
の
も
の
を
読
者
に
直
ち
に
「
順
礼
間
日
・
・
・
・
翁
答
日
：
．
。
」
の

形
式
で
伝
達
す
る
と
い
う
構
成
の
方
法
と
視
点
の
技
法
と
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
分
か

ろ
う
。両

作
品
の
発
端
に
お
け
る
こ
う
し
た
構
成
の
方
法
と
視
点
の
技
法
の
一
致
が
偶
然
で

な
い
こ
と
は
、
右
に
引
い
て
お
い
た
両
方
の
発
端
を
読
み
比
べ
れ
ば
、
歴
然
と
し
て
い

よ

る
。
そ
の
関
連
性
の
深
い
こ
と
は
、
Ⅲ
「
予
」
と
い
う
人
物
の
設
定
の
あ
り
方
Ｉ
と
も

よ

に
草
庵
者
で
あ
る
こ
と
、
「
予
も
」
と
あ
る
よ
う
に
と
も
に
人
々
に
倣
っ
て
寺
院
に
参

詣
す
る
こ
と
、
そ
の
表
現
に
「
物
す
」
を
使
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
帰
路
に
問
答
者
に

と
も
に
出
会
う
こ
と
、
②
問
答
者
の
年
齢
表
現
が
、
『
清
水
物
語
」
で
は
「
國
に
つ
ゑ

つ
く
ば
か
り
」
（
『
礼
記
』
王
制
篇
の
「
七
十
杖
制
國
」
』
っ
［
識
ど
は
い
年
」
（
『
論
語
』
為

政
篇
の
「
四
十
而
不
惑
」
）
、
『
大
仏
物
語
』
で
は
「
立
比
ば
か
り
」
（
『
論
語
』
為
政
篇

の
三
十
而
立
」
）
「
ま
ど
わ
ぬ
ば
か
り
」
（
「
論
語
』
為
政
篇
の
「
四
十
而
不
惑
」
）
と

慣
用
的
な
が
ら
同
一
の
修
辞
技
法
を
使
っ
て
い
る
こ
と
、
③
問
答
者
の
問
答
を
、
「
お

か
し
き
問
答
を
し
け
り
」
（
『
清
水
物
語
』
）
、
「
お
も
し
ろ
く
義
理
を
付
て
問
答
…
」

（
『
大
仏
物
語
』
）
と
い
う
「
識
」
の
評
価
が
提
示
さ
れ
て
問
答
の
場
面
に
一
挙
に
転
換

し
て
い
く
こ
と
、
の
細
部
の
一
致
に
よ
っ
て
証
明
で
き
る
。
両
作
品
の
発
端
に
認
め
ら

れ
る
以
上
の
一
致
は
『
大
仏
物
語
』
の
作
者
が
『
清
水
物
語
』
の
発
端
の
叙
述
を
精
読

し
、
そ
の
叙
述
法
を
「
大
仏
物
語
」
の
発
端
の
叙
述
に
そ
っ
く
り
採
用
し
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
『
大
仏
物
語
』
の
作
者
は
『
清
水
物
語
」
の
叙
述
法
を

■

I

O

E

且
■
■
■
ｑ
■
■

発
端
に
限
ら
ず
、
十
分
に
分
析
し
、
『
大
仏
物
語
』
の
叙
述
法
と
し
て
、
そ
の
結
果
を

採
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

両
作
品
の
作
者
に
と
っ
て
、
書
く
こ
と
の
眼
目
は
問
答
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
図

式
化
し
て
言
え
ば
、
両
作
品
は
短
い
発
端
の
叙
述
の
後
、
直
ち
に
連
続
す
る
問
答
の
叙

述
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
叙
述
は
単
な
る
八
問
Ｖ
と
八
答
Ｖ
の
並
列
並

記
と
い
う
形
式
の
問
答
の
連
続
よ
り
成
る
問
答
の
集
合
体
で
は
な
い
。
問
答
の
叙
述
に

よ

入
る
と
同
時
に
、
第
一
人
称
視
点
で
あ
る
「
予
」
は
背
後
に
退
い
て
し
ま
う
と
言
つ
た

よ

が
、
そ
れ
は
「
予
」
と
い
う
第
一
人
称
視
点
の
消
失
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

よ

語
り
手
で
あ
る
「
予
」
は
自
ら
の
語
り
と
し
て
、
そ
の
語
り
に
お
い
て
問
答
を
現
前
化

す
る
の
を
一
時
中
断
し
、
問
答
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
問
答
を
そ
の
ま
ま
提
示
す
る
伝
達

よ

者
に
身
を
置
く
の
で
あ
っ
て
、
「
予
」
は
い
つ
で
も
自
ら
の
語
り
を
再
開
始
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
『
清
水
物
語
』
に
お
い
て
は
、
順
礼
と
翁
の
問
答
が
進
行
し
て

い
く
過
程
の
中
間
で
、そ
つ
じ
ふ
け

順
礼
日
卒
余
な
る
事
に
て
候
へ
ど
も
。
よ
も
更
候
へ
ば
。
此
あ
た
り
な
る
や
き
も

ち
ひ
と
申
物
一
つ
ま
い
る
べ
く
も
や
候
と
い
ふ
。
老
人
う
な
づ
く
。
同
行
と
お
ぼ
し

き
入
や
が
て
と
、
の
へ
て
き
た
れ
り
。

と
、
順
礼
の
言
葉
を
「
：
．
と
い
ふ
」
と
自
ら
の
語
り
と
し
て
の
視
座
に
取
り
込
む
こ
と

よ

あ
つ
き
ほ
と
も
ち

に
よ
っ
て
、
「
予
」
は
語
り
を
再
び
開
始
し
、
「
小
豆
を
つ
霞
み
上
に
う
す
や
っ
程
餅

を
は
り
つ
け
」
た
「
や
き
も
ち
ひ
」
を
手
に
し
て
、
こ
れ
を
餅
と
偽
り
売
る
世
の
正
直

な
ら
ざ
る
こ
と
に
慨
歎
落
涙
す
ゑ
羽
の
言
葉
に
同
感
し
、
ま
た
、
我
が
身
を
反
省
し
て

み
れ
ば
誰
に
も
少
し
の
偽
り
の
あ
る
の
が
世
の
常
、
冷
え
ぬ
う
ち
に
頂
き
ま
し
ょ
う
と

の
周
囲
の
人
の
言
葉
に
喚
笑
す
る
人
々
に
視
線
を
移
し
て
、
そ
の
様
子
を
語
っ
て
、

よ

「
人
の
心
は
よ
き
に
も
あ
し
き
に
も
。
う
つ
せ
ば
う
つ
る
物
か
な
」
と
「
予
」
は
こ
の

様
子
の
所
感
を
述
べ
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
、
順
礼
と
翁
の
問
答
の
終
結
を
、
翁

の
「
よ
し
譽
副
難
港
警
あ
基
く
く
な
り
遅
の
言
葉
を
「
と
て
」
菫
け
取
っ

て
、

な
が
も
の
が
た
り
よ
仁
き

よ
し
な
き
長
物
語
に
夜
も
あ
け
ぬ
べ
く
な
り
候
と
て
。
瀧
の
か
た
へ
行
か
と
み
え

と
り
な
い

て
う
せ
に
け
り
◎
順
礼
も
堀
よ
り
下
へ
ぞ
帰
り
け
る
月
お
ち
烏
鳴
て
か
ね
の
こ
ゑ
か

あ
け
そ
ら

ず
そ
ひ
明
か
た
の
空
ほ
の
人
、
と
。
う
つ
る
け
し
き
ぞ
つ
き
も
な
き

と
自
ら
の
語
り
の
視
座
に
収
束
し
、
問
答
者
の
退
場
と
、
聴
き
終
っ
た
問
答
に
対
す
る
よ

感
動
に
染
め
ら
れ
た
明
け
方
の
景
色
の
感
興
を
語
っ
て
、
『
清
水
物
語
』
上
巻
の
「
予
」

よ

の
語
り
は
終
る
。
問
答
の
叙
述
は
、
中
間
と
終
り
の
「
予
」
の
自
ら
の
語
り
の
視
座
の

１
１
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よ

設
定
に
よ
っ
て
、
「
予
」
が
自
か
ら
の
語
り
を
中
断
し
て
、
問
答
そ
の
も
の
を
提
示
す

る
伝
達
者
の
場
に
退
い
て
い
て
も
、
「
子
」
の
語
る
と
い
う
磁
場
の
内
に
、
し
た
が
っ
て
、

あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
徴
愚
を
時
間
の
経
過
を
標
示
し
た
叙
述
に
求
め
る
こ
と
が
で

よ

よ

き
る
。
「
予
」
が
順
礼
と
翁
の
問
答
の
場
に
来
会
わ
せ
た
の
は
「
夜
も
す
で
に
あ
け
な

ん
と
す
」
る
時
刻
で
あ
り
、
自
ら
の
語
り
を
再
び
開
始
す
る
の
が
、
順
礼
の
言
葉
の
中

で
「
よ
も
勇
候
へ
ば
」
と
標
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
深
更
の
刻
で
あ
り
、
問
答
が
終

り
、
自
ら
の
語
り
に
よ
っ
て
語
り
結
ぶ
の
が
明
け
方
の
時
刻
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

よ

順
礼
と
翁
の
問
答
は
、
「
予
」
が
体
験
し
て
い
る
時
間
の
推
移
の
中
で
、
進
行
し
終
了

よ

し
て
い
く
の
で
あ
っ
て
、
そ
し
て
、
「
予
」
が
体
験
し
て
い
る
時
間
の
推
移
は
、
同
時

よ

よ

に
、
「
予
」
が
語
っ
て
い
る
時
間
の
推
移
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
問
答
は
「
予
」

の
語
り
の
時
間
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
流
れ
と
と
も
に
進
行
す
る
問
答

と
し
て
機
能
し
て
い
て
、
時
間
の
流
れ
が
存
在
し
な
い
問
答
そ
の
も
の
だ
け
を
並
列
し

た
問
答
の
集
合
体
と
は
、
し
た
が
っ
て
、
異
質
で
あ
る
。

『
大
仏
物
語
」
の
作
者
は
、
「
清
水
物
語
」
の
よ
う
に
、
そ
の
叙
述
の
中
に
第
一
人

よ

称
視
点
で
あ
る
「
予
」
が
体
験
す
る
時
間
の
経
過
を
標
示
す
る
技
法
を
使
っ
て
は
い
な

い
が
、
し
か
し
、
問
答
を
第
一
人
称
視
点
の
「
識
」
の
語
り
と
し
て
現
前
化
さ
せ
て
い

る
こ
と
は
、
既
に
引
用
し
て
お
い
た
発
端
の
叙
述
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

が
、
こ
の
こ
と
を
よ
り
明
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
そ
れ
に
続
く
叙
述
を
も
含
め
て
読

む
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
叙
述
と
い
う
の
は
順
礼
の
問
い
に
一
貫
が
答
え
た
言
葉

よ

を
「
予
」
が
「
と
」
で
受
け
取
っ
て
次
の
よ
う
に
語
る
部
分
で
あ
る
。
も
ん
ど
う

（
此
一
貫
が
い
ふ
や
う
ハ
…
）
さ
鮭
粥
も
し
ろ
く
義
理
を
付
て
問
答
な
か
ば
の
と
こ

ろ
へ
と
し
ご
ろ
廿
四
五
ば
か
り
の
侍
衆
四
五
人
上
氣
の
お
ほ
き
し
う
と
み
え
て
色
々

だ
う

の
だ
て
を
つ
く
し
は
う
か
ぶ
り
の
躰
に
て
二
王
堂
へ
た
ち
か
、
り
ゑ
い
や
声
を
出
し

お
し
こ
ミ
け
る
程
に
時
の
興
を
ぞ
さ
ま
し
け
る

こ
れ
に
続
い
て
、
客
僧
の
今
の
世
の
若
き
侍
が
が
さ
つ
を
お
も
て
に
立
て
る
の
は
そ
れ
が

侍
の
本
意
な
の
か
と
問
い
、
一
画
の
侍
論
の
答
え
が
あ
っ
て
、
以
後
二
人
の
問
答
だ
け

の
叙
述
に
進
む
の
で
あ
る
が
、
今
発
端
か
ら
客
僧
の
侍
の
本
意
の
問
い
と
一
貫
の
そ
れ

よ

に
対
す
る
答
え
ま
で
の
叙
述
に
限
っ
て
読
め
ば
、
「
予
」
は
自
分
の
大
仏
詣
の
行
動
を

よ

行
動
の
順
序
に
従
っ
て
語
る
こ
と
か
ら
始
め
、
次
い
で
「
予
」
の
視
線
が
捉
え
た
順
序

に
客
僧
、
客
僧
の
言
葉
、
参
詣
の
群
集
、
一
貫
、
一
貫
の
答
え
、
侍
衆
、
客
僧
の
問
い
、

一
貫
の
答
え
と
語
っ
て
い
く
方
法
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
こ
れ
は
ま
た
「
清

よ

水
物
語
」
の
発
端
も
同
じ
で
あ
る
）
。
か
ぶ
き
者
の
侍
衆
の
出
現
の
場
面
で
も
、
「
予
」

の
視
線
は
こ
の
侍
衆
を
捉
え
て
い
る
と
同
時
に
客
僧
も
一
貫
も
こ
の
侍
衆
を
見
て
い
る

姿
を
捉
え
て
い
る
こ
と
は
、
客
僧
の
、
が
さ
つ
が
今
の
世
の
侍
の
本
意
か
、
と
い
う

問
い
に
如
実
に
呈
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
行
動
を
順
次
に
、
ま
た
、
視
線
が
捉

え
た
対
象
を
そ
の
捉
え
た
順
次
に
語
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
必
然
的
に
、
時
間

の
経
過
を
も
同
時
に
語
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
い
う
こ
と
は
客
僧
と
一
貫

よ

の
問
答
は
「
予
」
の
語
り
の
時
間
の
経
過
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
現
前
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
叙
述
方
法
は
こ
の
後
も
連
続
す
る
問
答
の

よ

合
い
間
に
、
問
答
と
問
答
を
「
予
」
の
語
り
の
視
座
に
捉
え
る
た
め
に
Ｐ
上
巻
に
お

い
て
、
使
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
大
仏
物
語
』
の
こ
の
叙
述
方
法
は
、
『
清
水
物
語
』
と
『
大
仏
物
語
』
の
発
端
に

認
め
ら
れ
る
叙
述
の
細
部
に
お
け
る
一
致
が
証
す
る
こ
の
両
作
品
の
深
い
関
連
性
ｌ
刊

行
年
か
ら
み
て
、
『
清
水
物
語
』
を
『
大
仏
物
語
』
が
踏
襲
し
た
（
書
く
方
法
の
型
と

し
て
捉
え
た
）
と
い
う
こ
と
ｌ
を
考
察
の
視
野
に
お
い
て
言
え
ば
、
『
清
水
物
語
」
の

よ

作
者
の
、
連
続
す
る
問
答
の
中
間
に
お
い
て
、
そ
こ
ま
で
の
問
答
の
連
続
を
「
予
」
の

よ

語
り
の
視
座
に
捉
え
直
し
て
「
予
」
の
語
り
の
中
に
位
置
づ
け
る
叙
述
方
法
を
基
に
し

て
と
っ
た
方
法
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
次
に
問
題
に
す
る
の
は
、
両
作
品
の
質
問
者
が
一
体
ど
ん
な
事
柄
を
問
い
に

取
り
上
げ
た
か
、
と
い
う
点
に
関
し
て
で
あ
る
。
ま
ず
、
『
大
仏
物
語
』
の
客
僧
が
取

り
上
げ
た
事
柄
を
検
討
し
て
み
る
な
ら
ば
、
客
僧
の
問
い
に
「
世
間
の
…
を
ミ
る
に
」

「
．
：
…
を
み
る
に
」
「
世
間
に
…
」
の
言
葉
で
始
ま
る
も
の
が
上
巻
下
巻
に
何
度
と
な

く
現
れ
る
。
そ
の
回
数
は
上
巻
に
七
度
、
下
巻
に
三
度
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
：
。
」
に

入
る
事
柄
は
、
「
士
衆
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
貧
富
に
関
し
て
で
あ
り
、
「
町
人
」
で
あ
っ

て
、
そ
の
貧
富
に
関
し
て
で
あ
り
、
「
名
字
」
に
つ
い
て
で
あ
り
、
「
難
病
を
療
す
泉
、

呪
い
」
や
「
水
浴
せ
」
に
つ
い
て
で
あ
り
、
「
追
腹
を
切
る
事
」
、
「
牢
人
」
な
ど
に
関

し
て
で
あ
っ
て
、
当
世
の
事
象
に
関
す
る
。
ま
た
、
右
に
例
示
し
た
以
外
の
質
問
を
み

れ
ば
、
先
に
引
用
し
た
例
の
二
王
堂
に
お
し
込
む
が
さ
つ
の
若
侍
を
見
か
け
て
の
問
い

と
同
じ
発
問
の
型
ｌ
袴
・
肩
衣
を
着
て
節
振
舞
に
行
く
百
姓
を
目
撃
し
て
、
こ
れ
に
つ

い
て
の
発
問
が
あ
り
、
繁
盛
の
医
者
が
通
る
の
を
目
撃
し
て
、
医
者
の
上
手
に
つ
い
て

の
発
問
が
あ
っ
て
、
世
語
・
諺
を
引
い
て
、
そ
の
如
く
の
今
の
世
か
と
い
う
発
問
（
上
巻

に
二
問
、
下
巻
に
一
問
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
も
ま
た
世
相
に
つ
い
て
の
問
い
で
あ
る
。
過

半
数
が
問
答
者
と
同
時
代
の
身
近
で
関
心
の
あ
る
事
象
に
関
し
て
の
発
問
な
の
で
あ
る
。

発
問
の
こ
の
同
時
代
の
事
象
へ
の
親
近
性
関
心
性
と
い
う
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
儒
教
や
後
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の
世
に
係
わ
る
仏
教
に
関
す
る
問
い
も
ま
た
同
次
元
の
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
す
る
一
貫
の
答
え
は
し
ば
し
ば
『
論
語
』
の
語
句
を
引
き
、
『
明
心
宝
鑑
』
の
訓
言

を
用
い
、
『
月
庵
和
尚
法
語
』
、
『
一
休
水
鏡
」
を
視
座
に
、
今
の
世
の
人
の
あ
る
べ
き

様
、
後
の
世
の
心
櫛
え
を
言
う
の
で
あ
る
。
特
に
前
者
の
言
は
儒
教
的
見
地
か
ら
の
解

よ

釈
が
「
予
」
に
「
か
く
を
か
し
き
問
答
し
け
る
」
「
お
も
し
ろ
く
義
理
を
付
て
問
答
…
」

と
く
た
う

と
評
価
さ
せ
て
い
る
理
由
で
あ
ろ
う
。
客
僧
の
「
今
生
の
儀
ハ
御
物
語
に
て
得
道
い
た

し
候
へ
ど
も
未
来
の
を
し
へ
諸
宗
ま
ち
／
、
に
て
一
法
へ
か
た
づ
き
が
た
く
候
い
か
ず

意
得
た
る
が
よ
く
候
」
と
の
問
い
は
、
こ
う
し
た
意
味
で
、
『
大
仏
物
語
」
の
問
答
の

ぜ
ふ
か
と
く
い
虫

性
格
を
暗
示
し
、
冒
頭
の
一
行
「
三
也
不
可
得
は
今
の
心
を
し
れ
と
か
や
」
は
こ
の
性

格
の
象
徴
的
な
表
現
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
「
大
仏
物
語
』
の
問
答
を

性
格
づ
け
て
い
る
発
問
の
事
柄
は
『
清
水
物
語
」
の
発
問
が
取
り
上
げ
た
事
柄
で
も
あ
っ

て
、
例
え
ば
、
上
巻
で
は
、
順
礼
は
「
世
間
に
：
．
」
、
「
國
々
の
法
度
い
た
さ
れ
候
を
み

き
く
に
」
、
「
諸
國
を
見
め
ぐ
り
候
に
：
．
」
、
「
諸
國
に
か
し
こ
き
や
う
に
て
大
や
け
な
ら

ぬ
事
こ
そ
候
へ
…
」
、
「
今
の
代
の
御
ま
つ
り
事
如
何
」
と
い
う
言
葉
で
発
問
し
、
翁
は

こ
れ
に
対
し
あ
る
べ
き
様
を
儒
教
の
視
座
に
お
い
て
答
え
、
下
巻
で
は
清
水
参
詣
の
人
々

の
、
牢
人
論
、
追
腹
を
切
る
こ
と
の
論
、
貧
賎
者
富
貴
者
論
な
ど
、
「
大
仏
物
語
』
の
発

よ

間
の
事
柄
と
共
通
し
た
事
柄
を
含
ん
で
、
今
の
世
相
論
が
問
答
と
し
て
「
予
」
の
語
り

の
視
座
に
お
い
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
『
清
水
物
語
』
の
問
答
も
、
例
え
ば
、
あ
の

「
や
き
も
ち
ひ
」
論
議
に
象
徴
的
に
呈
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
の
世
の
あ
る
べ
き
人

の
心
を
儒
教
の
視
座
に
お
い
て
叙
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
清
水
物
語
』
の
問
答
は

今
の
世
の
事
象
と
人
の
心
の
あ
り
方
に
対
す
る
儒
教
を
視
座
に
し
た
批
評
な
の
だ
と
言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
問
答
形
式
は
そ
の
た
め
に
有
効
な
形
式
と
し
て
作
者
に
採
用
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
付
け
加
え
て
言
え
ば
、
諸
国
を
巡
る
順
礼
は
最
も
広
く

多
く
の
今
の
世
の
事
象
の
情
報
を
収
集
し
て
い
る
人
物
と
し
て
今
の
世
の
事
象
と
人
の

心
を
問
う
役
割
を
演
ず
る
の
に
適
役
で
あ
っ
た
。
『
大
仏
物
語
』
は
以
上
の
点
に
お
い

て
も
Ｉ
情
報
者
の
役
を
演
ず
る
人
物
の
設
定
に
対
し
て
行
脚
の
僧
を
設
定
し
た
こ
と
も

含
め
て
Ｉ
「
清
水
物
語
」
に
倣
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
問
題
を
『
大
仏
物
語
』
の
構
成
の
あ
り
方
に
戻
し
て
考
え
て
み
る
な
ら

ば
、
こ
の
作
品
の
構
成
は
、
今
細
部
を
捨
象
し
て
思
い
切
っ
た
図
式
化
を
試
み
れ
ば
、

よ

よ

八
発
端
の
叙
述
（
語
り
手
の
「
予
」
の
登
場
か
ら
、
「
予
」
が
問
答
者
に
出
会
う
ま

で
）
Ｖ
’
八
問
答
Ｖ
’
八
終
り
の
叙
述
Ｖ
と
図
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
構
成
の

あ
り
方
は
『
清
水
物
語
」
上
巻
の
構
成
の
あ
り
方
、
す
な
わ
ち
、
八
発
端
の
叙
述
（
語

｜

’

よ

よ

り
手
の
「
予
」
の
登
場
か
ら
、
「
予
」
が
問
答
者
に
出
会
う
ま
で
）
Ｖ
’
八
問
答
Ｖ
Ｉ

Ａ
終
り
の
叙
述
Ｖ
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
清
水
物
語
』
下
巻
が
、
早
朝
か

も
の

ら
「
物
ま
ふ
で
す
る
も
ろ
ノ
、
の
中
」
の
人
々
の
問
答
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
を
語
り
伝

よ

げ
か
う

え
て
、
「
予
」
も
「
下
向
」
す
る
、
と
い
う
叙
述
の
構
成
を
採
っ
て
い
る
か
ら
、
『
大

仏
物
語
」
と
『
清
水
物
語
」
上
巻
の
構
成
の
あ
り
方
の
同
一
は
『
大
仏
物
語
』
の
構
成

の
あ
り
方
が
『
清
水
物
語
」
上
巻
の
構
成
の
あ
り
方
を
学
ん
だ
結
果
に
他
な
ら
な
い
こ

と
を
明
証
し
て
い
る
。

最
後
に
、
両
作
品
の
終
り
の
あ
り
方
を
取
り
上
げ
て
言
え
ば
、
一
般
的
に
言
っ
て
、

問
答
者
が
問
答
の
場
か
ら
退
場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
答
は
終
り
、
そ
の
問
答
を
語
り

伝
え
て
い
る
人
物
の
語
り
も
終
る
、
そ
の
時
点
が
作
品
の
終
り
の
徴
で
あ
る
こ
と
を
読

者
に
告
げ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
が
基
本
的
型
で
あ
ろ
う
。
『
清
水
物
語
』
上
巻
は
こ

の
基
本
型
に
嵌
ま
っ
て
い
る
の
を
既
に
引
用
し
て
あ
る
そ
の
終
り
の
叙
述
か
ら
知
る
。

一
方
、
『
大
仏
物
語
」
は
、
「
か
く
い
ひ
お
は
っ
て
其
後
ミ
れ
ば
わ
れ
も
な
し
又
人
も

な
し
」
と
叙
述
し
て
、
問
答
者
も
語
り
手
も
同
時
に
問
答
の
場
か
ら
消
滅
さ
せ
空
無
化

さ
せ
て
、
『
清
水
物
語
』
の
叙
述
と
は
相
違
し
て
い
る
が
、
終
り
の
型
と
し
て
は
や
は
り

基
本
型
を
踏
み
は
ず
し
て
は
い
な
い
。
『
清
水
物
語
』
の
叙
述
と
の
相
違
に
作
者
の
工
夫

を
読
む
こ
と
も
で
き
る
が
、
禅
に
つ
い
て
の
問
答
で
問
答
を
締
め
括
っ
て
い
る
こ
と
と
、

そ
の
問
答
内
容
と
か
ら
判
断
し
て
、
作
者
の
禅
へ
の
強
い
関
心
の
提
示
を
読
み
取
り
う

う
せ

る
か
ら
、
例
え
ば
、
『
仏
法
夢
物
蕾
（
知
道
這
肋
蓉
も
書
消
す
様
に
失
い
。
亦
主

、
エ
一

人
も
其
時
失
い
。
あ
や
し
き
柴
の
庵
り
、
松
風
計
也
芙
。
」
と
い
う
法
語
類
の
終
り
を

踏
襲
し
て
、
禅
的
気
味
に
終
っ
た
と
も
読
む
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

『
大
仏
物
語
』
は
、
終
り
の
叙
述
に
お
い
て
『
清
水
物
語
』
の
終
り
の
叙
述
を
離
れ

る
姿
勢
は
と
っ
た
が
、
『
清
水
物
語
』
を
型
と
し
て
認
識
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
書
き
え

た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
以
上
の
検
討
が
明
確
に
提
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

（
昭
和
六
一
年
十
月
一
三
日
）

注
仙
前
田
金
五
郎
氏
『
「
浮
世
物
語
」
雑
考
」
（
『
国
語
国
文
』
第
三
四
巻
第
六
号
所
収
）
五

二
頁
。

②
注
仙
と
同
。
ま
た
『
仮
名
草
子
集
』
（
岩
波
・
日
本
古
典
文
学
大
系
）
の
前
田
金
五

郎
氏
「
解
説
」
一
九
頁
。

③
注
仙
と
同
、
四
八
頁
。

側
注
仙
と
同
。
「
近
世
文
学
資
料
類
従
仮
名
草
子
篇
屹
『
浮
世
ぱ
な
し
付
明
心
宝

昭和62年2月
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⑤
浅
井
了
意
が
『
浮
世
物
語
」
に
「
明
心
宝
鑑
』
を
活
用
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は

前
田
金
五
郎
氏
で
あ
っ
て
、
氏
は
岩
波
・
日
本
古
典
文
学
大
系
「
仮
名
草
子
集
」
の

「
浮
世
物
語
」
頭
注
と
沖
田
の
同
氏
論
文
で
具
体
的
に
指
摘
し
た
。
前
田
氏
の
こ
の

指
摘
に
従
っ
て
、
了
意
の
他
の
作
品
、
例
え
ば
、
『
堪
忍
記
』
（
万
治
二
年
刊
）
を

調
査
す
る
と
、
『
明
心
宝
鑑
』
の
利
用
を
早
く
こ
の
作
品
で
了
意
が
行
っ
て
い
る
の

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
明
心
宝
鑑
」
か
ら
の
引
用
は
凡
そ
四
十
五
例
を
数
え
る

鑑
」
」
解
題
（
勉
誠
社
刊
昭
四
七
・
八
・
二
十
）
三
二
頁
ｉ
三
一
七
頁
。

⑤
浅
井
了
意
が
『
浮
世
物
語
」
に
「
明
心
宝
鑑
』
を
活
用
し
た
こ
と
を
指
垂

「
大
仏
物
語
」
の
作
者
は
未
詳
で
あ
る
。
し
か
し
、
下
巻
で
の
こ
の
作
品
の
「
月
庵

和
尚
法
語
』
か
ら
の
引
用
は
こ
の
作
者
を
明
ら
か
に
す
る
一
つ
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く

れ
る
よ
う
に
思
う
。
月
庵
は
月
庵
宗
光
（
一
三
二
六
’
八
九
）
そ
の
人
だ
が
、
嘉
暦
元

年
（
三
三
六
）
四
月
八
日
美
濃
国
に
生
れ
、
同
国
大
円
寺
の
峯
翁
祖
一
に
つ
い
て
出

家
し
、
参
禅
修
行
に
努
め
た
の
が
禅
僧
と
し
て
の
出
発
元
あ
る
（
『
国
史
大
辞
典
』
吉

合
だ
う
け
し
ん
で
う

川
弘
文
館
刊
、
参
照
）
。
加
え
て
、
作
品
中
に
「
仏
道
大
悟
の
人
ハ
虚
堂
の
化
身
に
濃

し
う
ぐ
だ
う

冊
に
愚
堂
和
尚
の
ま
し
ま
す
う
ち
ハ
：
．
」
と
美
濃
出
身
の
愚
堂
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
禅
に
深
い
関
心
を
示
し
て
い
る
作
者
が
美
濃
出
身
の
二
人
の
禅
僧
を
こ
の
作

品
で
取
り
上
げ
た
こ
と
は
、
あ
る
い
は
作
者
が
こ
の
二
人
に
繋
る
、
（
例
え
ば
美
濃
出
身

で
あ
る
と
か
）
人
物
か
と
い
う
推
測
も
成
り
立
つ
・
が
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
可

能
性
と
し
て
の
推
測
に
過
ぎ
な
い
。

補
注
○
『
仏
法
夢
物
語
」
は
岩
波
・
日
本
古
典
文
学
大
系
「
仮
名
法
語
集
」
所
収
に
依
っ
た
。

○
『
清
水
物
語
」
枠

本
文
に
依
っ
た
。

○
「
一
休
水
鏡
』
は
「
近
世
文
学
資
料
類
従
仮
名
草
子
編
蛆
」
所
収
に
依
っ
た
。

○
『
清
水
物
語
」
は
養
徳
社
刊
「
近
世
文
学
未
刊
本
護
書
・
仮
名
草
子
篇
吃
」
所
収
の

○
『
月
庵
和
尚
法
語
』
は
五
山
版
、
応
永
九
年
版
、
正
保
三
年
版
、
寛
文
八
年
、
同
十

一
年
の
版
、
文
政
七
年
版
、
刊
年
不
明
版
が
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
正
保
三
年
刊
本
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
）
に
依
り
、
『
国
文
東
方
仏
教
叢

こ
こ
で
は
正
保
三
年
刊
本
（
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
）
に
些

同
十

○
『
大
仏
物
語
」
は
寛
永
二
十
一
年
刊
本
（
天
理
国
書
館
蔵
）
に
依
っ
て
掲
出
し
た
。

○
『
明
心
宝
鑑
』
は
勉
誠
社
刊
「
近
世
文
学
資
料
類
従
、
仮
名
草
子
篇
岨
」
所
収
に
依
っ

書
第
二
輯
第
一
巻
法
語
上
」
所
収
を
併
せ
て
参
照
し
た
。

た
◎

こ
と
が
で
き
る
。

『
大
仏
物
語
」
皿

いI

I

｛
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